
九州大学基金では公式SNS（ソーシ
ャル・ネットワーク・サービス）を運営
しています。九州大学基金ホームペ
ージと同様に、Facebook、Twitter、
Instagram、LINEにて学生や教職
員への支援状況、九大会員向けの
特典等に関する情報を発信していま
すので、是非ご覧ください。

九州大学基金九州大学基金
公式SNS公式SNS

Facebook

LINE

Twitter

Instagram

facebook 九州大学基金

「友だちを追加」⇨「ID検索」⇨「＠iwa1859p」で検索 「九州大学基金・九大会員特典」でユーザー検索

twitter 九州大学基金検索 検索

［九州大学基金］
＠kyudaikikin

［九大会員（九州大学基金）］
＠iwa1859p

［九州大学基金］
＠kyudaikikin

［九州大学基金・九大会員特典］
＠kyudaikikin

〒819-0395　福岡県福岡市西区元岡744
TEL：092-802-2150　FAX：092-802-2149

［ 発　行 ］ 九州大学総務部同窓生・基金課
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九大会員とは？九大会員とは？

特典の一覧はコチラ
 「九大会員特典」で検索！

一部の特典は「学生証」の
提示で九大生も使えます！

　九州大学基金に一回１万円以上、又はクレジットカード決済で年２千円以上を

継続的にご寄附くださる方への会員制度です。九大会員を対象にした学内外の

特典を多数ご用意しています。

博多座、福岡ソフトバンクホークスなどの有名
企業の特典をはじめ、全国のホテル／レストラ
ンから地元密着型の店舗など様 ！々皆さまに喜
んでいただける特典の充実に努めています。

特 典

［ 九大会員 ］ ［ 貢献会員 ］ ［ 名誉会員 ］
累計寄附額：50万円以上累計寄附額：10万円以上



　旧箱崎キャンパスで長く親しまれた近代建築物
群が、「造形の規範になっているもの」として、国の
登録有形文化財（建造物）に登録される見通しとな
りました。福岡市内でも最大級の現存する近代建
築物であるとともに、九州大学の所有する建造物
では初めての登録有形文化財となります。

旧箱崎キャンパスが 生まれ変わります！
旧箱崎キャンパスを舞台にした

2つの寄附プロジェクトをご紹介

机や棚も一つの展示品です
　百年の歴史の中で、研究者や学生たちが使っ
てきた棚や机も、歴史を刻んできた重要な資源。
私たちはそれらも修理を加えながら利用して、懐
かしい大学の雰囲気を残しつつも、レトロモダン
で素敵な展示スペースを目指しています。

様 な々つながりを生み出す
　  市民に開かれた博物館へ
　学びの場の提供やワークショップなどの体験型
の催し、市民科学者（シチズンサイエンティスト）の
ためのリカレント教育、九州大学が有する歴史的
建造物や元寇防塁遺跡などを組み込んだ箱崎サ
テライトツアーなど、人、組織、キャンパスをつなぐ
取組を行います。また、これからの世界を作ってい
く最新の研究についても、地域の皆さまに知って
頂ける展示・企画を考えています。

卒業生の記憶が詰まった大空間
　正面玄関を入り中央に位置する講義室（写真
上右）。威厳ある姿を残したまま、様々な用途にか
なう空間へと内装のリニューアルを行います。

豪華な彩りを添える会議室
　美しい絵画が一面を飾る壮麗な会議室（写真
上左）。実際には叶いませんでしたが、昭和天皇
のご来学にそなえて作られた特別な貴賓室でし
た。今までご覧いただく機会が限られていた部屋
でしたが、今後は積極的な活用を検討しています。

名建築の姿を継承
　外壁のスクラッチタイルは昭和初期に流行した
もので、再現が難しく今では貴重なものとなってい
ます。威風堂 と々した姿を残しつつ、耐震性に配
慮し修復を施します。

講義室講義室

会議室会議室

展示物展示物

展示室展示室

M
es
sa
ge

　総合研究博物館には、鉱物、技術
史、化石、植物、昆虫、動物、古人骨、
考古・歴史・民俗などの貴重な標本・
資料が多数所蔵されています。これら
はまさに九大百年の研究・教育を象
徴するものであり、また、次の九大百
年のさらなる発展の基層となるもので
す。これらの標本・資料に加え、箱崎
の歴史文化資源である登録有形文化
財に指定された近代建築物群や国指
定史跡元寇防塁などを活用しながら、
学内外に開かれた交流拠点として博
物館活動を展開して
まいります。

　九州大学が誇る約750万点の収蔵品のうち博物館が所蔵する約155万点を使っ
て、箱崎サテライト旧工学部本館を拠点とした常設展示・企画展示・収蔵展示を新
たに実施する予定です。一方、伊都キャンパスは収蔵に加え、研究・教育のための利
用施設や展示機能を有した「伊都標本資料研究・教育ブランチ」を設けます。これら
の博物館事業へのご支援をお願いするプロジェクトです。

　これまでに多くの人材を輩出してきた箱崎キャンパス。その中でも代表的な建築物群が立ち並ぶエリアを「箱崎サテライト」と名付け、引続
き九州大学の一部として活用していくことが決まりました。保存される「旧工学部本館」「本部第一庁舎」「本部第三庁舎」「正門門衛所」「正
門」は、建設当時の姿を残したまま新たな学び・交流の場として活用してまいります。学内外の多くの皆さまに親しみをもって快適かつ安全
に活用いただけるよう、まずは大学のシンボルとして親しまれた旧工学部本館の改修工事を開始することとなりました。本事業は、建物の
改修工事へのご支援をお願いするプロジェクトです。

総合研究博物館

福永 将大助教

九州大学初、

箱崎の近代建築物群が
国の登録有形文化財に登録の見通し

総合研究博物館 箱崎サテライト拠点化事業

総 合 研 究 博 物 館
近代建築物の保存活用プロジェクト〜箱崎サテライト旧工学部本館改修支援事業

箱 崎 サテライト

実力派の洋画家
青山熊治の遺作

▲プロジェクトの
詳細はこちら

▲プロジェクトの
詳細はこちら
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「使途特定プロジェクト」では、今回ご紹介したウクライナ学生・研究者支援基金など様 な々事業を展開しています。本欄では、令和4
年6月1日から令和4年10月31日までに「使途特定プロジェクト」に申し込みいただいた方のご芳名を掲載させていただきます。

本欄では、令和4年6月1日から令和4年10月31日までに「大学に一任する」及び
「一般寄附」に申し込みいただいた方のご芳名を掲載させていただきます。なお、
「一般寄附」では、山川賞や課外活動支援など、学生に対する様々な支援助成事
業を行っています。

企
業
・
団
体
な
ど

寄附者様ご芳名寄附者様ご芳名
（五十音順・敬称略）

九 州 大 学 基 金
KYUSHU UNIVERSITY FUND DONORS NAME

大学一任
一般寄附

使途特定
プロジェクト
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　2022年5月に開始した「ウクライナ学生・研究者支援基金」。皆さまのご支援をもとに、11月までにウクライナから
6名の学生及び研究者を受入れることが出来ました。今回はキーウ国立大学から来たオクサーナ・ウクライネッツさんに、
ウクライナの状況、九州大学での研究などについてお話をお聞きしました。

オクサーナ・ウクライネッツさん

ウクライナ学生・研究者支援基金 INTERVIEW
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だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
40

歳
の
こ
ろ
軍
隊
を
退
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
戦
争
で
多
く
の
退
役
軍
人
と

同
じ
よ
う
に
父
も
支
援
部
隊
と
し
て

復
役
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
２
月
の
侵
攻
が
始
ま

っ
た
後
、
私
と
妹
２
人
は
母
と
ド
イ

ツ
に
避
難
し
ま
し
た
。
20
歳
の
妹
は

医
学
部
の
学
生
で
す
。
医
師
に
な
る

た
め
の
試
験
が
戦
争
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
に
再
開
さ

れ
、
無
事
試
験
に
合
格
し
て
今
は
病

院
実
習
の
た
め
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
戻
っ

て
い
ま
す
。８
歳
の
妹
は
今
も
ド
イ
ツ

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
ま

す
。
ダ
ン
ス
や
ピ
アノ
な
ど
の
科
目
が

な
く
、
学
校
に
戻
り
た
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。

通
って
い
た
大
学
も
攻
撃
を
受
け

　

２
月
の
侵
攻
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

24
州
の
う
ち
の
北
部
の
街
が
ロ
ケ
ッ

ト
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。
月

曜
の
朝
７
時
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
が
攻
撃
さ
れ
、
私
が
通
っ
て

い
た
大
学
も
同
じ
く
攻
撃
を
受
け
ま

し
た
。
５
分
毎
の
攻
撃
を
受
け
、
そ

の
間
は
ず
っ
と
家
族
や
友
達
と
連
絡

を
取
り
合
い
、ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
ま

し
た
が
、
誰
か
が
撮
っ
た
写
真
で
毎

日
通
っ
て
い
た
大
学
の
廊
下
が
破
壊

さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し
た
。
攻

撃
が
朝
早
か
っ
た
た
め
、幸
い
大
学
で

は
死
者
は
出
な
か
っ
た
一
方
、
通
勤

時
間
帯
だ
っ
た
こ
と
か
ら
街
で
は
多

く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

日
本
へ
行
く
の
を
躊
躇
う
私
を

父
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

　

私
は
修
士
で
現
代
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で
い
ま
す
。

当
初
、
日
本
に
来
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

あ
ま
り
遠
い
国
に
行
く
こ
と
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
留

学
の
申
請
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
父
が「
な
ん
で
日
本
に

行
か
な
い
の
？
行
き
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
の
？
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

父
の
後
押
し
で
、
5
月
に
文
部
科
学

省
が
出
し
て
い
た
日
本
の
大
学
大
学
の
留

学
先
一
覧
を
探
し
て
申
請
し
、
８
し
、
８
月

に
担
当
教
員
を
見
つ
け
ま
し
た
。
た
。

　
九
州
大
学
は
と
て
も
人
気
で
大
き

気
で
大
き

な
大
学
だ
っ
た
の
で
来
ら
れ
る
と
思
っ

れ
る
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。元
々
日
本
に
は

ま
せ
ん
で
し
た
。元
々
日
本
に
は

す
ご
く
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。日
本

く
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。日
本

人
の
気
質
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
異
な

気
質
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
異
な

る
文
化
が
好
き
で
す
。
昔
か
ら
の
伝

が
好
き
で
す
。
昔
か
ら
の
伝

統
、
例
え
ば
生
け
花
や
着
物
な
ど
と

え
ば
生
け
花
や
着
物
な
ど
と

今今
の
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
、
そ
の
ミ
ッ

ク
ス
感
が
好
き
で
す
ね
。ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
九
州
大
学
に
来
て
対
面

で
先
生
や
友
人
た
ち
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
の
が
本
当
に
嬉
し
い

で
す
。
現
在
は
言
語
で
の
政
治
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス

の
女
性
政
治
家
、サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
の
言

語
に
よ
る
影
響
を
調
べ
て
い
ま
す
。サ

ッ
チ
ャ
ー
氏
に
関
す
る
９
０
０
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
本
を
図
書
館
で
探
し
て
調
査

中
で
す
。

九
州
大
学
に
来
て

　

九
州
大
学
は
緑
も
多
く
、
海
も
近

く
て
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
支
援
に
よ
り
寮
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
と
て
も
快
適
で
寮
の
方
も
と

て
も
親
切
で
す
。
色
ん
な
国
・
地
域

か
ら
来
た
人
が
寮
に
は
住
ん
で
い
る

の
で
と
て
も
刺
激
的
で
す
。
10
月
１

日
に
福
岡
に
来
て
、
も
ち
ろ
ん
研
究

が
第
一
で
す
が
、せ
っ
か
く
来
た
の
で

日
本
の
文
化
を
た
く
さ
ん
見
た
い
。

週
末
に
は
色
々
な
と
こ
ろ
に
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
御
朱
印
帳
も
持
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
度
は
住
吉
神

社
に
行
く
予
定
で
す
。

　

家
族
と
は
毎
日
ビ
デ
オ
コ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
今
１
０
０
％

幸
せ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
家
族
や
友
人
た
ち
が
心
配
で

す
し
。で
す
が
福
岡
で
も
精
一
杯
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。家
族
も
と
て
も
福

岡
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
。

「
九
大
の
刺
激
的
な
環
境
で
研
究
だ
け
で
な
く
文
化
に
も

た
く
さ
ん
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。」

［募集期間］
令和4年5月〜

［現在の受入額］
9,051,850円

（令和４年１０月末現在）

ウクライナ学生・研究者
支援基金

▲プロジェクトの
詳細はこちら
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　感謝の集いでは、総長の挨拶に始ま
り、古屋ファンドレイジンググループ長の
九州大学基金の状況についての報告の
後、研究者・学生5名からの活動報告を
行いました。
　日下部教授、西田教授は新型コロナワ
クチン・治療薬開発寄付口座による寄
附事業を通じての研究成果です。農学と
薬学と異なる分野からそれぞれワクチン
や治療薬への新たな可能性を見出す非
常に興味深い内容でした。
　山西教授は我が国発の破壊的イノベ
ーションの創出を目指し挑戦的な研究開
発を推進する国の新たな事業「ムーンショ
ット型研究開発事業」に採択され、プロジ
ェクトリーダーとして進めている研究成果

についてお話頂きました。
　さらに山川賞受賞者2名からは、自分
の興味から社会的課題を見出し、実行す
る、山川賞にふさわしいわくわくする活動
を報告いただきました！

　懇談の時間では、寄附者の皆さまの各
テーブルに学生、研究者が参加し、これ
までの活動報告などを行いました。寄附
者の皆さんも積極的にご質問頂きありが
とうございます。
　盛会のうちに終了した今回の感謝の
集い、ぜひ来年も開催し、皆さまにご支

援頂いている九州大学、積極的に活動し
ている学生や研究者の「今」そして「これ
から」を伝えていきたいと思います。

※令和5年度より、当該年度にはじめて功労
賞以上になられた方、その他所定の基準に
達せられた方を「感謝の集い」にご招待いた
します。

　伊都キャンパスを巡るバスツアーも開催
しました。
　車内では本学学生がガイドを務め、キャ
ンパスを東西に横断しながら、特色ある建
物をはじめ、キャンパスの歴史や自然につ
いて、寄附者の皆さんにご案内しました。

開 催しました

寄 附 者 の皆さまへ 感 謝を込めて
　九州大学基金では、11月5日に特に多大なるご支援を頂いた寄附者の皆さまをお招き
し、感謝の集いを開催いたしました。コロナ禍で近年中止が続いておりましたが、平成29
年度以降久々の開催となります。
　今回は40名の寄附者の皆さまにご出席いただきました。

PRESENTATION

活 動 報 告

SOCIAL GATHERING

懇 談 会

BUS TOUR

バ スツ アー

日下部　宜宏
（農学研究院　教授）

西田　基宏
（薬学研究院　教授）

山西　陽子
（工学研究院　教授）

小川　竜矢
（農学部4年）

得津　京佳
（共創学部3年）

3年ぶりに
走りました！

Thanks for  giving

九大フィル
による
演奏

をを 感 謝 の 集 い
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